


1．三洋化成の概要



1-1．三洋化成の概要



創 ⽴
本 社
資 本 ⾦
事 業 拠 点
グ ル ー プ

従 業 員 数
事 業 内 容

︓1949年（昭和24年）11⽉1⽇
︓京都市東⼭区
︓13,051百万円
︓⽇本、⽶国、中国、韓国、台湾、タイ、マレーシア
︓国内5社、海外9社、物流・サービス2社
（連結⼦会社12社、持分法適⽤会社3社）

︓連結 2,123名 ［2022年9⽉30⽇現在］
︓約3,000種類のパフォーマンス・ケミカルス
（機能化学品）の製造・販売
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1907年 多⽥⽯鹸油脂製造所創⽴
京都にある広⼤な茶畑を切り拓き⽯鹸⼯場を建設
（現在の三洋化成京都⼯場辺り）
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1949年 三洋油脂⼯業（株）創⽴
（1963年、三洋化成⼯業（株）へ社名変更）

会社設⽴時の株主総会（S24.11）

1943年 三洋油脂（株）創⽴
*三井物産(75%),東洋レーヨン(25%)出資
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本社・本社研究所（京都市東⼭区）

研究第2棟（同、東⼭区）

桂研究所（同、⻄京区） 7



⾐浦⼯場
（愛知県半⽥市、約14.0万m2）

⿅島⼯場
（茨城県神栖市、約13.0万m2）

京都⼯場・本社・研究所
（東⼭区、約2.6万m2）

名古屋⼯場
（愛知県東海市、約10.0万m2）

サンケミカル 川崎⼯場
（神奈川県川崎市、約1.1万m2） 8



Sanyo Kasei (Thailand) Ltd. 

三⼤雅精細化学品（南通）有限公司三洋化成精細化学品（南通）有限公司

Sanyo Chemical Texas Industries, LLC 

SDP GLOBAL(MALAYSIA)SDN.BHD. 

韓国三洋化成製造株式会社
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台湾三洋化成股份有限公司

韓国三洋化成株式会社

Sanyo Chemical America Inc.

San Nopco (Korea) Limited 

Sanyo Kasei (Thailand) Ltd. 

三洋化成(上海)貿易有限公司
San Nopco (Shanghai) Trading Co., Ltd. 
DaXiang International Trading (Shanghai) Co., Ltd. 
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原油

ナフサ

⽯油化学原料

⼀般化学品

パフォーマンス・ケミカルス
（機能化学品）

最終製品エチレン
プロピレンなど

ポリエチレン（PE）
ポリエチレンテレフタレート（PET）
ポリプロピレン（PP）など

医薬品原料、化粧品原料など
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組成（何でできているか）ではなく、
機能・性能（何ができるか）で利⽤される化学品
末端商品はなく、ユーザーでさらに加⼯される
（B to B企業）
⾃動⾞、繊維、トイレタリー、電気・電⼦、樹脂など
多くの産業で活躍
地球環境に配慮した製品開発
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1-2．三洋化成の社⾵



優良企業・・・ 「経済的要素」や「社会的要素」のみでなく
従業員の「働きがい」や「誇り」「幸せ」が重要

研究開発重視“⼈”中⼼の経営
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組織の周りに⼈を配置

組織中⼼の経営システムから、“⼈”中⼼の経営システムへ

組織に規制され、
“働きがい”を追及しにくい

⾃分の判断で⾏動し、
“働きがい”を追求できる
（有⾔実⾏が原則）

人 人

人

人

人

人

人

組織

チャレンジ
評価

人
⼈事・教育

技術・開発

情報
資⾦・設備

組織・運営

業績評価

⼈の周りに⼿段を配置

1989年
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2018年8⽉〜
1年365⽇、完全服装⾃由化を導⼊。ドレスコードも⼀切設定なし。
従業員⼀⼈ひとりが各⾃の判断で⾃由な服装を着⽤

TOP⾃らが率先して服装⾃由化を取り⼊れ、働き⽅改⾰への本気度を
⽰すとともに、従業員へ「変える。」意識の浸透を図る



「⾃分らしさを⼤切に」を実現させるEquity（公平）の観点を加えたDEI推進を
より⼀層加速
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LGBTQに関する理解促進やインナープロモーションを進め、
多様な価値観を尊重する環境づくりを推進
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１
⼥性ネットワークセミナー２

21世紀職業財団主催の塾・セミナー３

他社⼥性社員との意⾒交換・交流会

⾃分のキャリアデザインを考える

社内公募で選抜された⼥性社員が塾やセミナーに参加

異業種の⼥性社員との意⾒交換・交流会
４

⼦育てと両⽴しながらキャリア形成、社内ネットワークづくり、
「⽬指す姿」を考える

育休復職者⽀援セミナー５

育休前・復職前⾯談６

社⻑と⼥性社員の昼⾷会７

職域拡⼤（計画的ローテーション）

管理職向け部下育成セミナー

８
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2．三洋化成の業績



2-1．三洋化成の業績



（億円，％）

包括利益 42.4 63.2 20.8 49

連 結 ʼ22年3⽉期
第2四半期

ʼ23年3⽉期
第2四半期

前年同期⽐

増減額 増減率

売上⾼ 775.1 884.3 109.2 14

営業利益 59.1 39.3 ▲19.8 ▲34

経常利益 68.6 73.6 5.0 7
親会社株主に帰属する
四半期純利益 44.1 47.1 3.0 7
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界⾯活性剤ビジネスは、三洋化成創業以来のコアビジネスの⼀つ。
シャンプー・リンス、液体洗剤⽤原料となる界⾯活性剤や、1978年、世界に先駆けて
商業⽣産を開始した⾼吸⽔性樹脂（SAP）は紙おむつの製造に不可⽋な製品です。

2022年3⽉期（2021年度）

連結売上⾼
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⾃動⾞⽤途を中⼼とする本セグメントは、⾃動⾞シートの材料となるポリウレタンフォーム⽤
原料をはじめ、⾃動⾞⽤潤滑油に使われる添加剤（粘度指数向上剤）、⾃動⾞内装
表⽪材⽤ウレタンビーズなどを販売しています。

2022年3⽉期（2021年度）

連結売上⾼
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⾝の回りで幅広く活躍するプラスチック製品に付加価値（機能）を付与する製品を
数多く販売しています。半永久的に効果が持続する永久帯電防⽌剤や、繊維産業関連
では、⾵⼒発電の⾵⾞などに使⽤される炭素繊維の製造⽤薬剤などを販売しています。

2022年3⽉期（2021年度）

連結売上⾼
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情報産業は、複写機やプリンターに使われる重合トナー中間体ポリエステルビーズや、トナー
バインダーなどを販売しています。電気電⼦産業関連製品では、⾃動⾞の電装部品や家電、
パソコンなどに使⽤されるアルミ電解コンデンサ⽤電解液など幅広く取り扱っています。

2022年3⽉期（2021年度）

連結売上⾼
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環境産業関連製品では、産業廃⽔の汚濁物の沈降を促進させる⾼分⼦凝集剤⽤原料や、
地中を掘削する際に使⽤する泥⽔⽤薬剤を販売しています。住設産業関連製品では、家具・
断熱材などに使われるポリウレタンフォーム⽤原料などを販売しています。

2022年3⽉期（2021年度）

連結売上⾼

30



265 271 257
285

260
289 296

325

216 210

158

214 202
222 239 255

107 106 94
113 127 127 141 140

106 103 81 89 98 110 113 125

82 82 66 86 85 100 93 105
0

100

200

300

400

2019-1H 2019-2H 2020-1H 2020-2H 2021-1H 2021-2H 2022-1H 2022-2H

（億円） ⽣活・健康
産業関連

⽯油・輸送機
産業関連

情報・電気電⼦
産業関連

プラスチック・
繊維産業関連

環境・住設
産業関連他

31



（億円）

8.7 9.6

16.7
17.6

6.5

13.0

4.5

13.0

20.2 
22.2 

13.2 

24.8 

20.5 
17.0 

13.2 

24.0 

15.7 17.1 

11.1 

18.4 
20.0 

17.1 
14.0 

19.0 16.5 16.9 

7.2 

10.1 
11.6 13.4 

8.8 
12.0 

5.4 
7.5 

4.6 

8.9 
7.7 

8.1 
6.4 

11.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

2019-1H 2019-2H 2020-1H 2020-2H 2021-1H 2021-2H 2022-1H 2022-2H
（予想）

＊従来各報告セグメントに配分しておりました新規事業に係る研究開発費を全社費⽤として計上し、欄外に記載しております。

ʼ20年3⽉期 ʼ21年3⽉期 ʼ22年3⽉期 ʼ23年3⽉期

1H ２H 1H ２H 1H ２H 1H 2H（予想）

▲7.6 ▲8.2 ▲7.0 ▲6.7 ▲7.3 ▲9.3 ▲7.7 ▲9.0

新規事業に係る研究開発費（億円）*

⽣活・健康
産業関連

⽯油・輸送機
産業関連

情報・電気電⼦
産業関連

プラスチック・
繊維産業関連

環境・住設
産業関連他
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設備投資 減価償却費
（億円）

（計画）
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2016年10⽉1⽇で普通株式5株につき1株の割合をもって株式併合を実施しています。
配当⾦額は、株式併合後の数値に換算して記載しております。
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2-2．事業TOPICS



多様な⼀⼈ひとりの新しい発想を源泉に、
当社と全ステークホルダーの「ちから」を掛け合わせ、

スピード感ある挑戦を実⾏し続けることで化学の枠を越えてイノベーションを起こす

環境･社会的
価値の共創

経済価値
の共創

企業価値
の向上
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*) 共創︓全ステークホルダーと共に価値を築き上げていく

カーボンニュートラルへの貢献

実現したい社会 ・環境と調和した循環型社会
・健康・安⼼にくらせる社会
・⼀⼈ひとりがかがやく社会

環境を⽀える ⼈とくらしを
⽀える 多様性を⽀える

QOLの向上 働きがいの向上

⼤切にすること
（Values）

・すべてのステークホルダーのワクワク
・環境・社会的価値と経済価値をステークホルダーと共創*
・社員⼀⼈ひとりが価値の創出に貢献
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炭素繊維集束剤『ケミチレン』
炭素繊維製造⼯程で使⽤される。
近年、再⽣可能エネルギー需要の⾼まりから⾵⼒発電⽤に
炭素繊維は多く使⽤され、ケミチレンの需要も⾼まっている

投資⾦額約7億円、2024年5⽉稼働
予定で、現在の⽣産能⼒から5割程度
の能⼒増強

2030年には、現在の売上⾼を2倍程度
まで引き上げる
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アルミ電解コンデンサ⽤電解液『サンエレック』
三洋化成独⾃開発したアミジン化合物を⽤いた電解液で、イオンの移動
速度はそのままに、発⽣アルカリを中和し無害化。コンデンサ業界最⼤の
課題であった液漏れを克服

⾃動⾞の電装化、EVの拡⼤等コンデンサ需要の急激
な増加に対応するため、投資⾦額約4億円で、3割程
度の能⼒増強を⾏う。2023年5⽉の稼働予定
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永久帯電防⽌剤『ペレスタット』『ペレクトロン』

電⼦機器・精密部品の包装・搬送材料⽤途を中⼼とした需要増に
加え、防爆⽤途などの⽤途拡⼤が進展
タイの関係会社サンヨーカセイ（タイランド）リミテッドでの新製造設備
が稼働開始

総投資額︓34億円
⽣産能⼒︓1,500トン/年

（⽇本、タイの合計⽣産能⼒は4,700トン/年）
新プラントの外観
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『富⼠フイルム三洋化成ヘルスケア株式会社』が10⽉から体外診断⽤医薬品の製造を開始
（2022年6⽉設⽴、富⼠フイルム51％、三洋化成49％）

－富⼠フイルム三洋化成ヘルスケアの概要－
所在地︓三重県三重郡菰野町
代表者︓岡⽥ 美広
資本⾦︓1億円（出資⽐率 富⼠フイルム51％、三洋化成49％）
設⽴⽇︓2022年6⽉17⽇
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全樹脂電池向け被覆活物質
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デバイス

プローブ

測定
出力

波形
（生データ）

機械学習（AI)データ
送信

波形の特徴
を抽出

・サンプル嗅ぎ分け
・状態推定
（成分濃度，臭気強度な
ど）

データベース

試作機1号機

プローブ

チップ
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宮崎県新富町との連携協定に基づき、三洋化成の技術群を駆使したペプチドの実証試験中
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C C U

CO2ガス吸収の仕組み
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